
広島商船高等専門学校 基準６ 

基準６ 教育の成果 

（１）観点ごとの分析 

観点６－１－①： 高等専門学校として，その目的に沿った形で，課程に応じて，学生が卒業（修

了）時に身に付ける学力や資質・能力，養成する人材像等について，その達成状

況を把握・評価するための適切な取組が行われているか。 

 

（観点に係る状況） 本校の評価・改善は，自己評価委員会で所掌している（後述資料９－１－①

－３）。本校卒業生が身に付ける学力や資質を調査するため，卒業生・企業アンケート調査を実

施している。 

   学生の学力については，定期試験等を通じて教務委員会で把握している。成績については，年

４回の定期試験ごとに教員会議を開催し，審議する（前述資料５－３－①－１）ことになってい

る。卒業研究は，年度末に卒業研究発表会を開催し大勢の教員，および下級生の在席のもとで発

表し，研究の水準を確認している。卒業については，教員会議で卒業認定について審議する。就

職に関しては，就職対策委員会が所掌している。ＦＤ委員会では，学習達成度アンケート調査を

実施している。 

 

（分析結果とその根拠理由） 適切である。自己評価委員会で学生の総合的資質・能力について把

握している。具体的には，学年ごとの定期試験の成績・卒業認定，就職状況，ＦＤ委員会で実施

する学習達成度アンケート調査の結果，自己評価委員会で実施する卒業生・企業アンケート結果

がある。これらの結果を受けて自己評価委員会で改善策を検討するシステムとなっている。これ

らのことにより，適切な取組を行っていると判断する。 

 

 

観点６－１－②： 各学年や卒業（修了）時などにおいて学生が身に付ける学力や資質・能力につ

いて，単位取得状況，進級の状況，卒業（修了）時の状況，資格取得の状況等か

ら，あるいは卒業研究，卒業制作などの内容・水準から判断して，教育の成果や

効果が上がっているか。 

 

（観点に係る状況） 本校における学生が身に付ける学力や資質・能力について，教育活動の成果

などを項目ごとに記述する。 

  (a) 単位取得 

    本校では学年を前期と後期に区分し，それぞれの期ごとに中間試験と期末試験を実施してい

る。これらの試験結果を通して学生の学業成績を評価し，それに基づいて単位認定を行って

いる。なお，単位不認定となった場合，学生便覧に掲げている単位追認措置に基づいて単位

追認試験を実施し，再度学習を促し学力の向上を図っている（資料６－１－②－１）。また，

年度末ごとに単位不認定科目を有する学生の人数，つまり，１年生から４年生までの合計を

見ると過去３年間の不認定数は必ずしも減少傾向にはなく，教育の実績が明確に上昇したと

は言えない状態が続いている（資料６－１－②－２）。 

  (b) 進級率(原級留置者及び退学者数) 

    学生の学業成績不振または進路変更希望等の理由から原級留置者及び退学者は発生しており，
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年度ごとの原級留置者及び退学者数を示す（資料６－１－②－３）。原級留置者及び退学者

数を減少するために，学校として取り組み，学級担任と副担任は指導やアドバイス等を与え

ており，保護者または科目担当者とも充分に連絡を取っている。なお，原級留置者と退学者

の数は，年度により変動があり，一概に減少傾向と言えない状況が続いている。 

  (c) 欠席時数 

    資料（資料６－１－②－４）は授業における出席状況から年間の欠席時間数を１学年から５

学年（商船学科は５学年前期）までまとめた結果を示す。特に，この表から欠席者の減少傾

向がみられる。 

  (d) 学業成績 

    資料６－１－②－５は１学年から５学年（商船学科は５学年前期）までにおける学年末成績

の５段階評価によるそれらの推移を示す。 

  (e) 資格取得 

    本校の教育目的に基づいて準備された，あるいはそれに準ずるような国家試験や種々の能力

検定資格等の取得により，技能審査に関する単位認定を行い学生による資格取得を推進して

いる（後述資料７－１－④－３～６参照）。 

  (f) 各種表彰 

    各学会などからの表彰は資料６－１－②－６に示す。また，学外・クラブ活動での表彰は資

料（資料７－１－⑥－12）のとおりである。本校では，本校の教育指針に沿って特に優秀な

成果をあげた者を，功労賞，特別功労賞を設けて（資料６－１－②－７）表彰している（資

料６－１－②－８）。校内作文・表現コンクールを実施し優秀作品を書いた学生を表彰して

いる（資料６－１－②－９）。 

  (g) 就職及び進学 

    本校教育の実績あるいは成果等は，学生の企業への就職であり，また，大学等への進学（編

入学）によって評価されると認識している。資料は就職率（資料６－１－②－10）及び進学

状況（資料６－１－②－11）を示すが，いずれも各年度とも高い割合を示し，特に進学率と

最近の数ヵ年の就職率は，ほぼ100%を達成している。 

  (h) 卒業研究 

    細かい現状分析に基づいて論理的思考能力と創造力を発揮して解決に至る実践的な研究を行

なうために，基本的には少人数（６名以下）で実施している（前述資料５－２－③－１）。

優秀な卒業研究に対しては各学会から表彰を受けている（資料６－１－②－６）。 
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資料６－１－②－１ 

単位追認の制度 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 （出典 学生便覧 46・47 頁） 

 

資料６－１－②－２ 

平成１４，１５，１６年度１年生から５年生まで不認定科目所有者数 

 

 

 

（省略） 

 

 

 

 （出典 学生課） 
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資料６－１－②－３ 

平成１４，１５，１６年度原級留置者及び退学者数，進路変更者数 

 

 

 

 

 

（省略） 

 

 

 

 

 

 （出典 学生課） 

 

資料６－１－②－４ 

平成１４，１５，１６年度の欠席時数 

 

 

 

 

 

（省略） 

 

 

 

 

 

 （出典 学生課） 
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資料６－１－②－５ 

平成 14,15,16 年度の１学年から５学年（商船学科は５学年前期まで）までにおける 

学年末成績の５段階評価度数 

 

 

 

 

 

（省略） 

 

 

 

 

 

 （出典 学生課） 

 

資料６－１－②－６ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 （出典 学生課） 

学会等の各種表彰一覧（平成１５・１６年度） 

【平成１５年度】   

機  関  名 所  属 人数 

（社）全日本船舶職員協会 商船学科 ２ 

（財）日本船員奨学会 商船学科 ２ 

（社）日本航海学会 商船学科 １ 

（社）日本マリンエンジニアリング学会 商船学科 １ 

電子制御工学科 １ 
電子情報通信学会中国支部 

流通情報工学科 １ 

計 ８ 

【平成１６年度】   

機  関  名 所  属 人数 

（社）全日本船舶職員協会 商船学科 ２ 

（財）日本船員奨学会 商船学科 ２ 

（社）日本航海学会 商船学科 １ 

（社）日本マリンエンジニアリング学会 電子制御工学科 １ 

電子制御工学科 １ 
電気・情報関連学会中国支部 

流通情報工学科 １ 

計 ８ 
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資料６－１－②－７ 

功労賞，特別功労賞の規程 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 （出典 広島商船高等専門学校程） 

 

資料６－１－②－８ 

平成１５，１６年度功労賞特別功労賞の受賞者数 

 

 

 

 

 

 

 （出典 学生課） 

 

資料６－１－②－９ 

平成１５，１６年度図書コンクールの受賞者数 

 

 

 

 

 

 （出典 庶務課図書係） 

 平成１５年度 平成１６年度 

功 労 賞 ６名１団体 ８名 

特別功労賞 １名 ５名 

区分 最優秀賞 優秀賞 佳作 

平成１５年度 １人 ７人 １５人 

平成１６年度 １人 ５人 １９人 

広島商船高等専門学校学生表彰規程（抜粋） 

 （趣旨） 

第１条 この規程は，広島商船高等専門学校学則（昭和 43 年 12 月 23 日制定）第 36 条の規定に基

づき，本校学生の表彰に関し必要な事項を定めるものとする。 

 （表彰の種類及び対象者） 

第２条 表彰の種類は，功労賞及び特別功労賞とする。 

2  功労賞は，次の各号の一に該当する学生に授与する。 

 一 学生会活動において，その功績が著しく，かつ，他の学生の模範となつた学生 

 二 寮生会活動において，その功績が著しく，かつ，他の学生の模範となつた学生 

 三 課外活動において，その功績が著しく，かつ，他の学生の模範となつた学生 

 四 前各号に定めるものの他，校長が，功績が著しく，かつ，他の学生の模範となつたと認める

学生 

3  特別功労賞は，前項各号に該当する行為で，その功績が特に顕著であつた学生に授与する。 
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資料６－１－②－10 

平成 14 年度以降の求人状況及び就職状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 （出典 学校要覧 2005 27 頁） 

 

資料６－１－②－11 

大学３年次編入学の状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 （出典 学校要覧 2005 27 頁） 

 

（分析結果とその根拠理由） 適切である。各学年や卒業時に学生が身につけた学力や資質・能力

について，単位取得，進級率，欠席時数，資格取得，卒業研究等の観点から検討した結果，いず

れの観点を取っても充分に平均的な水準にあると考えている。これらのことから，教育の成果が

上がっていると判断する。 
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観点６－１－③： 教育の目的において意図している養成しようとする人材像等について，就職や

進学といった卒業（修了）後の進路の状況等の実績や成果から判断して，教育の

成果や効果が上がっているか。 

 

（観点に係る状況） 就職率，進学状況は，資料６－１－②－10・11，就職先は資料６－１－③－

１・２に示されているが，いずれの学科でも目的とする職種へ大部分就職し，大学へ進学してい

る。また，就職・進学率はいずれも毎年ほぼ100％である。 

 

資料６－１－③－１ 

平成 16 年度就職者の産業別一覧 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 （出典 学校要覧 2005 27 頁） 
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資料６－１－③－２ 

就職状況一覧 

進学先 就職先 進学先 就職先 進学先 就職先

内海曳船㈱ コマツ中国㈱ ㈱金陽社
東京海洋大学 三菱電機ビルテクノサービス ソフトバンクＢＢ㈱

サンカイテクノス㈱ 前川製作所 双葉運輸㈱

四国オレンジフェリー 古野電気 ㈱アンフィニ広島
山友汽船㈱ 豊橋技術科学大学 豊橋技術科学大学
共和産商㈱ 新日本石油化学　川崎事業所 ㈱安川ロジステック

マリンハウス　シーファー ㈱イクス 豊橋技術科学大学
宇徳運輸㈱ 技研電子㈱ ㈱システムサービス
平田汽船㈱ 広島エルピーダメモリ㈱ ノグチ㈱

－ 広島エルピーダメモリ㈱ 有限会社シスコム
オーシャン東九フェリー 綜合警備保障 ㈱外林
㈱上組 東レ ㈱体育社

内海曳船㈱ 広島エルピーダメモリ㈱ ㈱ＮＯＶＡ
船田産業㈱ 三協化成 広島市信用組合
㈱ユニエックス 豊橋技術科学大学 日東物流㈱

神戸大学 ㈱ベルテックス 日本事務器㈱
三興コントロール㈱ 神戸大学

広島商船高等専門学校 広島修道大学

山九㈱ 日立ビルシステム サンライズコーポレーション㈱
タイホー工業㈱ ネクストウェア㈱ 広島エルピーダメモリ㈱
福山ポートサービス㈱ 広島商船高等専門学校 ㈱室尾冷凍運輸

ケイラインエンジニアリング㈱ 技研電子㈱ ケイヒン㈱
日本油化工業㈱ 郵船商事㈱ ㈱コメリ中四国本部
三興海運㈱ 呉信用金庫 国立台湾師範大学

長岡技術科学大学 ㈱日立空調システム 神戸大学
日本オーチス・エレベータ㈱ ㈱半導体エネルギー研究所 広島エルピーダメモリ㈱
ファーストマリンサービス㈱ 広島エルピーダメモリ㈱ 日立物流ソフトウェア㈱

郵船商事㈱ ナカシマプロペラ㈱ 竹本機械㈱
有限会社平野汽船 豊橋技術科学大学 技研電子㈱
全日本海員組合 マツダ㈱ 翼システム㈱

日本コンテナ・ターミナル㈱ ㈱塩見 リコーテクノシステムズ㈱（中国支社）
㈱シンキ － ㈱ＶＳＮ

神戸大学 エヌ・ティ・ティシステム開発㈱ 西武運輸㈱

㈱ロイヤルウイング 日信電子サービス㈱ 立命館大学
豊橋技術科学大学 誠和工業㈱

㈱テレシステム

電気通信大学
－
サンゲン㈱

㈱室尾冷凍運輸
㈱デポウ

商船学科 電子制御工学科 流通情報工学科

就職等状況一覧表

 

 （出典 学生課） 

 

（分析結果とその根拠理由） 優れている。1990年代からスタートしたバブル崩壊後の就職の厳し

い時代が続いた十数年間にあっても，本校の就職率は極めて高い水準を維持してきた。このよう

な実績は，貴重な経験となって，今後の就職に関するレベルアップを図る重要な要素となると考

えている。実践的技術者として社会に送り出すという高専の目的を中心に学生を指導してきたこ

とから，本校は学生の大学編入については充分に対応して来なかった。しかし，豊橋，長岡技術

科学大学はじめ，東京海洋大学や神戸大学の商船系の学部を中心に進学させてきた。今後は，本

校に専攻科の開講という進学環境が変化してきたことに伴い，学生の要望を取り入れて進学に対

処できる体制を整備して，進学率の上昇も図りたい。以上のことから，本校の教育目的に沿って，

充分な教育成果があがっていると考える。 
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観点６－１－④： 学生が行う学習達成度評価等から判断して，学校の意図する教育の成果や効果

が上がっているか。 

 

（観点に係る状況） 平成12年に全校で学生による統一的な授業評価を実施し，平成14年度から非

公式ながらＦＤ委員会を設置して，ＦＤに関する試行や教員についての授業評価等を実施した。

平成13年度に外部評価委員会を開催したが，この委員会から教職員は厳しい評価と新しい対策案

を頂いた。平成15年度以降もＦＤ委員会が中心になり教員によるピアレビューを実施した。平成

17年度からＦＤ委員会で「学習達成度アンケート」を実施することになり，直ちに16年度分の

「学習達成度アンケート」を実施した（資料６－１－④－１）。その結果は，ＦＤ委員会で分析

し各教員に通知し（資料６－１－④－２），自己評価委員会で評価し改善策を検討している（後

述資料９－１－②－４）。アンケート結果によると，ほとんどの項目で５段階評価の３以上であ

った。 

 

資料６－１－④－１ 

学習達成度アンケート 
学習達成度ならびに教育支援アンケート 

 

                       学科名：         学年：    

 

１．あなたは現在までに次の項目に関して、自分自身でどの程度身についたと思いますか、５段階

評価でお答えください。 

  （５：よく身についた、 ４：身についた、 ３：普通、 ２：あまり身についていない、 

１：まったく身についていない） 

 (1) 学習能力 

  (A)論理的思考能力（  ）    (B)問題発見・分析（  ） 

  (C)理数系分野の基礎学力（  ） (D)人文系分野の基礎知識（  ） 

  (E)英語会話・読解力（  ）   (F)専門知識（  ）    (G)専門的技術力（  ）

 (2) コミュニケーション能力 

  (H)表現力（  ）        (I)理解力（  ） 

 (3) プレゼンテーション能力 

  (J)プレゼンテーション能力 

 (4) 人間的成長など、その他 

  (K)リーダーシップ（  ）   (L)自己管理能力（  ）   (M)国際感覚（  ） 

  (N)広い視野（  ）      (O)独創性（  ）      (P)柔軟な発想（  ） 

  (Q)倫理的行動（  ）     (R)責任感（  ）      (S)環境意識（  ） 

  (T)積極性（  ）       (U)協調性（  ）      (V)忍耐強さ（  ） 

 

 

２．あなた自身の学習意欲についてお伺いします。 

 (5) 就職・進学等についての目標を持っていますか。 

  ①はっきり決まっている   ②漠然と決まっている   ③方向･分野ぐらい決まっている

  ④決まっていない      ⑤考えたことは無い 

 

 (6) あなたが必要とする能力は何でしょうか。上記１の項目（Ａ）～（Ｖ）の中から必要な順に

３つまで選んでください。 

  （例： ① (K)  ② (H)  ③ (P) ） 

      ①       ②       ③        

 

 (7) 意欲的に取り組んでいる科目はなんですか。取り組んでいる順に３つまでお答えください。

      ①       ②       ③        

 

 (8) 試験期間あるいは長期休暇中ではない１週間の、授業時間以外の勉強時間の合計はどれくら

いですか。およその時間数をお答えください。 

 

   

 

 (9) 自主学習する上でどのような支援があれば良いと思いますか。 

 

 (10) カリキュラム上不足していると思う内容、新しく授業でやってもらいたいことがありました

らお答えください。 

 

 

３．本校についての印象をお伺いします。５段階評価（５が最高、１が最低）でお答えください。

 (11) 教員が授業を大切にしていると思いますか。            （  ） 

 

 (12) 教員の授業以外であなたへの対応を良いと思いますか。       （  ） 

 

 (13) あなたは授業を大切にしていますか。               （  ） 

 

 (14) あなたのクラスの授業中の雰囲気は良いと思いますか。       （  ） 

 

 (15) あなたは、自分で能力的にあるいは人間的に成長していると感じますか。（  ） 

 

 (16) 学校へ来るのは楽しいですか。                  （  ） 

 

 (17) 広島商船高専生としてのプライドを持っていますか。        （  ） 

 

 (18) 本校に入学して良かったと思いますか。              （  ） 

 

 

４．現在の学校の活動についてお伺いします。 

 (19) 身なり指導・交通指導をどう思いますか。 

 

 

 (20) 専攻科をどう思いますか。専攻科進学を考えて答えてください。 

 

 

 (21) 習熟度別クラスをどう思いますか。 

 

 

５．何かコメントがありましたら、自由に書いてください。 

 

 

 

ご協力ありがとうございました。

 （出典 ＦＤ委員会資料） 

- 142 - 



広島商船高等専門学校 基準６ 

 

資料６－１－④－２ 

学習達成度アンケート分析結果 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成17年7月19日

学習達成度および教育支援アンケートの概要 
 
 目的 
 
 定期的にアンケートデータ収集して学習達成度を測定して、教育改善を行う。 
 あわせて、学生の学習意欲、家庭における学習時間、および、その他教育支援の調査を行い、
検討する。 
 
 
 集計概要 
    データ数 回収率94％(第２学年以上) 
 
 １．データの集計結果は別紙Ⅰに示す 
 
 ２．学生の認識 
   a. 身についた能力について 
     ①低い評価は（E）英語会話・読解力、（K）リーダーシップ、（J）プレゼンテーシ

ョン能力 
 
     ②高い評価は（L）自己管理能力、（V）忍耐強さ、（F）専門知識  

（V）忍耐強さは、学年進行と共に高い評価となる。 
 
   b. 必要とする能力 
     （E）英語会話・読解が身につけたい能力と考えている。 
     引き続き（G）専門的技術力、（T）積極性 の順となっている。 
 
 ３．家庭における学習時間 
    平常の授業以外の学習時間は約2.6時間（156分）である。未記入をゼロとした場合に

約2.4時間となっている。 
 
 ４．授業に関係することで、若干低い評価が 
     ①授業の雰囲気が良くない 
     ②本校の学生としてプライドがない 
      が気にかかり、対策を考える必要がある。 
 
 ５．その他 
    提案として、学生カードの導入して「①学生が目標設定をする、②学生の活動記録、③

学習・生活指導に役立てる、④自主性の醸成」を目標とする。そのためには、顕著な活動
成果をした学生に対する顕彰も合わせて考える。 

 （出典 平成 17 年７月 19 日 教員会議資料） 

 

（分析結果とその根拠理由） 一部問題があるが現在では適切である。習熟度別クラス編成等は現

在４年目に入り，今まで有効に機能してきた。学生による教育評価については，担当授業科目教

員が単発的に実施してきた経過である。 

   今年，学生からの学習達成度評価が可能な組織を整備して実施した。学生による授業評価やそ

れに係る一連の評価が，本校全体で継続的にアンケート等実施されるような体制を整え，今後組

織的に運用出来るように整備している。今回のアンケート結果からは，妥当な成果があがってい

るといえるが，この体制はスタートして間もないこともあり，今後長期的にデータを取っていく

必要がある。今年度，学生の学習達成度評価の測定，検討，改善活動のサイクルをはじめたとい

う点が不充分であると考える。 
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観点６－１－⑤： 卒業（修了）生や進路先などの関係者から，卒業（修了）生が在学時に身に付

けた学力や資質・能力等に関する意見を聴取するなどの取組を実施しているか。

また，その結果から判断して，教育の成果や効果が上がっているか。 

 

（観点に係る状況） 平成15年に専攻科設置申請のために，全国各地の企業205社(うち広島県内50

社)を対象にアンケート調査を実施した。その結果88社（回収率43%）（広島県内27社54%）から

回答を得たが，本校の専攻科修了生をぜひ採用したい，今後検討したいと回答した会社が約半数

の41社であった。この結果は，卒業生や進路先等からの間接的回答であり，本校卒業生が在学時

に学力や資質・能力を身に付けた事を示すものかどうか明確ではないが，本校の卒業生は進路先

の関係者からも評価されていると判断できる。 

   平成17年度，自己評価委員会で継続的な実態調査の必要性が認識されると同時に，企業および

卒業生に対するアンケートの実施が決定された（資料６－１－⑤－１・２）。回収されたアンケ

ートは自己評価委員会で分析し（資料６－１－⑤－３・４），教育の成果を検討している（後述

資料９－１－②－４）。 

 

資料６－１－⑤－１ 

卒業生アンケート 

卒業生アンケート（卒業時） 

本年アンケートは、卒業生の皆さまが過ごされた学生生活の内容について意見を伺い、教育の充実

に役立てるためのものです。客観的な立場でお答えください。記名は、強制ではありませんが差し支

えなければご記入ください。なお、本アンケート内容を集計した内容について公表することがありま

すが、氏名を公表することはありません。 

  商船学科  電子制御工学科  流通情報工学科      年卒業 

                  氏 名                 

○ 回答は５段階評価（５：とてもそう思う、４：そう思う、３：特には何も思わない、２：そう思

わない、１：まったくそう思わない）でお答えください。 

１．本校に在学してよかったと思いますか。                   （  ） 

２．あなたは、在学したことにより能力的・人格的に成長しましたか。       （  ） 

３．広島商船高専卒業生としてプライドを持っていますか。            （  ） 

４．在学したことによって、次の能力は身につきましたか。 

  a) 学習能力 

   ①論理的思考能力 （  ） ②問題発見・解決 （  ） ③基礎学力   （  ） 

   ④専門知識    （  ） ⑤専門的技術力  （  ） ⑥英語会話能力 （  ） 

   ⑦英語読解力   （  ） ⑧一般的教養   （  ） 

  b) コミュニケーション能力 

   ①語学力     （  ） ②表現力     （  ） ③理解力    （  ） 

  c) プレゼンテーション能力 

   ①プレゼンテーション能力 （  ） 

  d) 人格的成長など，その他 

   ①リーダーシップ （  ） ②自己管理能力  （  ） ③国際性    （  ） 

   ④広い視野（教養）（  ） ⑤独創性     （  ） ⑥柔軟性    （  ） 

   ⑦倫理的行動能力 （  ） ⑧責任感     （  ） ⑨環境意識   （  ） 

   ⑩積極性     （  ） ⑪協調性     （  ） ⑫忍耐強さ   （  ） 

○ 次の問いについてご記入ください。 

５．授業についてお伺いします。在学中に受けた授業で良かったと思われる科目名を４つまでご記

入ください。また、その理由についてもお書きください。【科目表参照】 

科 目 名 理  由 

  

  

  

  

  

６．授業についてお伺いします。在学中に受けた授業で改善するべきだと思われる科目名を４つま

でご記入ください。また、その理由についてもお書きください。【科目表参照】 

科 目 名 理  由 

  

  

  

  

７．全体的にみて学力向上のために必要と思われることをお書き下さい。 

８．授業以外についてお伺いします。学生生活で良かった点はどのようなことでしたか。 

９．授業または課外活動などで、改善する必要のあるところはどのようなことでしょうか。 

  【授業について】 

  【課外活動について】 

10．その他、何かコメントがありましたらご記入ください。 

アンケートにご協力いただきましてありがとうございました。 

 

 （出典 平成 17 年６月７日 自己評価委員会資料） 
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資料６－１－⑤－２ 

企業アンケート 

 

   貴社名：                        

 

   業種         下記一覧からお選び下さい 

 

製造業 
(1)食料品 (2)繊維製品 (3)パルプ・紙 (4)化学 (5)医薬品 (6)石油・石炭 (7)ゴム製品  

(8)ガラス・土石製品 (9)鉄鋼 (10)非鉄金属 (11)金属製品 (12)機械 (13)電気機器 (14)輸送用機器  

(15)精密機器 (16)その他製品 

その他 
(17)水産・農林業 (18)鉱業 (19)建設業 (20)電気・ガス業 (21)陸運業 (22)海運業 (23)空運業  

(24)倉庫・運輸関連業 (25)通信業 (26)卸売業 (27)小売業 (28)銀行業 (29)証券・商品先物取引業  

(30)保険業 (31)その他金融業 (32)サービス業 (33)情報関連業 (34)その他 

官公庁等 (35)官公庁 (36)公団 (37)公社 (38)協会 (39)農協等 (40)病院・医療 (41)警察・消防 (42)その他団体

 

 

① 次の卒業又は修了した者に対して期待する能力は、どの程度かお答え下さい 

   ５．重要である ４．どちらかといえば重要である ３．どちらともいえない  

   ２．どちらかといえばそうでない １．そうでない  

 

              高 専    高専専攻科    大 学     大学院 

即戦力       回答 （   ）   （   ）   （   ）   （   ） 

礼儀正しさ     回答 （   ）   （   ）   （   ）   （   ） 

素直さ       回答 （   ）   （   ）   （   ）   （   ） 

----------------------------------------------------------------------------------------

創造性       回答 （   ）   （   ）   （   ）   （   ） 

忍耐力       回答 （   ）   （   ）   （   ）   （   ） 

リーダーシップ   回答 （   ）   （   ）   （   ）   （   ） 

協調性       回答 （   ）   （   ）   （   ）   （   ） 

積極性       回答 （   ）   （   ）   （   ）   （   ） 

責任感       回答 （   ）   （   ）   （   ）   （   ） 

環境意識      回答 （   ）   （   ）   （   ）   （   ） 

自己管理能力    回答 （   ）   （   ）   （   ）   （   ） 

----------------------------------------------------------------------------------------

基礎学力      回答 （   ）   （   ）   （   ）   （   ） 

専門学力      回答 （   ）   （   ）   （   ）   （   ） 

英語力       回答 （   ）   （   ）   （   ）   （   ） 

 

【コメント】 

 

 

     

② 平均的な仕事に対する評価（勤務成績）はいかがですか。 

   ５．非常に良い  ４．良い  ３．普通  ２．良くない  １．非常に良くない 

 

      大 学     大学院     高 専    高専専攻科 

  回答 （   ）   （   ）   （   ）   （   ） 

 

【コメント】 

 

 

 

③ 貴社における業務で英語は必要でしょうか。 回答（   ） 

   ５．必要である ４．どちらかといえば必要である ３．普通程度 

   ２．どちらかといえば必要ない １．必要でない 

 

 

 

④ 貴社で必要な専門性はどのようなものですか。 

 

 

 

⑤ 本学の認知度はどうですか。 回答（   ） 

   ５．知られている ４．どちらかといえば知られている ３．普通程度 

２．どちらかといえばそうでない １．そうでない 

 

⑥ 過去５年間で、本学からの何人ぐらい採用しましたか。 回答（   ） 

  １．０人  ２．１～２人  ３．３～５人  ４．５～１０人 ５．それ以上 

 

 

■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□

採用実績がある場合には以下にもお答え下さい。 

 

⑦ 本校卒業生の、平均的な仕事に対する評価（勤務成績）はいかがですか。 回答（   ） 

   ５．非常に良い  ４．良い  ３．普通  ２．良くない  １．非常に良くない 

 

⑧ 本学の卒業生は入社時に以下の能力を身につけていますか。 回答（   ） 

   ５．身につけている ４．どちらかといえば身につけている ３．普通 

   ２．どちらかといえばそうでない １．そうでない 

 

即戦力（   ）  礼儀正しさ（   ）   素直さ（   ）  創造性（   ） 

忍耐力（   ）  リーダーシップ（   ） 協調性（   ）  積極性（   ） 

責任感（   ）  環境意識（   ）    広い視野（   ） 柔軟な発想（   ） 

【コメント】 

 

 

 

⑨ 本学の卒業生は入社時に以下の能力を身につけていますか。 回答（   ） 

   ５．身につけている ４．どちらかといえば身につけている ３．普通 

   ２．どちらかといえばそうでない １．そうでない 

 

• 理数系の学力      回答（   ） 

• 人文社会系分野の学力  回答（   ） 

• 英語会話能力      回答（   ） 

• 英文読解力       回答（   ） 

• 専門の基礎的知識    回答（   ） 

• 専門の応用的知識    回答（   ） 

• 専門の技術力      回答（   ） 

• 専門の周辺分野の知識  回答（   ） 

• 一般的教養       回答（   ）

• コミュニケーション能力 回答（   ）

• プレゼンテーション能力 回答（   ）

• 論理的思考能力     回答（   ）

• 問題発見・解決能力   回答（   ）

• 倫理的行動能力     回答（   ）

• 自己管理能力      回答（   ）

 

【コメント】 

 

 

 

◇本校は、教育理念として「人間性豊かで，国際的な視野を持ち，技術的創造力のある人材の育成」

を謳っています。 

 

⑩ 本校卒業生の人間性は豊かでしょうか。 回答（   ） 

  ５．十分である ４．どちらかといえば十分である ３．普通 

  ２．どちらかといえば不足している  １．不足している  

 

⑪ 貴社の考える「人間性」とはなんでしょうか。説明しにくい場合、思いつくキーワードでご記

入下さい。 

 

 

⑫ 本校卒業生は国際的な視野を持っているでしょうか。 回答（   ） 

  ５．十分である ４．どちらかといえば十分である ３．普通 

  ２．どちらかといえば不足している  １．不足している      

 

 

⑬ 貴社の考える「国際的な視野」とはなんでしょうか。説明しにくい場合、思いつくキーワード

でご記入下さい。 

 

 

⑭ 本校卒業生の技術的創造力はいかがでしょうか。 回答（   ） 

  ５．十分である ４．どちらかといえば十分である ３．普通 

  ２．どちらかといえば不足している  １．不足している  

 

 

⑮ 貴社の考える「技術的創造力」とはなんでしょうか。説明しにくい場合、思いつくキーワード

でご記入下さい。 

 

 

⑯ 全体的に見て本校の理念は達成されているでしょうか。 回答（   ） 

  ５．十分である ４．どちらかといえば十分である ３．普通 

  ２．どちらかといえば不足している  １．不足している  

 

【自由にコメントをお書き下さい。】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

以上、ご協力誠に有難うございました。

 （出典 平成 17 年６月７日 自己評価委員会資料） 
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資料６－１－⑤－３ 

企業アンケート分析データ（抜粋） 

 

 
本校卒業生の企業による達成度評価 
  本校 

即戦力 3.23  

礼儀正しさ 4.04 

素直さ 4.08 

創造性 3.72 

忍耐力 3.92 

ﾘｰﾀﾞｰｼｯﾌﾟ 3.24 

協調性 4.08 

積極性 3.72 

責任感 3.92 

環境意識 3.64 

自己管理能力 3.62 

基礎学力 3.43 

専門学力 3.58 

英語力 2.77 

 
本校の教育理念についての評価 

人間性豊か 3.62 

国際的な視野 3.96 

技術的創造力 3.26 

全体的に見て 3.65 

 
 

 （出典 自己評価委員会資料） 
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資料６－１－⑤－４ 

卒業生アンケート分析データ（抜粋） 

問１から４までの平均 
  卒業時 １年後 １年後-卒業時

1   3.75 3.91  0.16  

2   4.08 3.73  -0.35  

3   3.33 3.18  -0.15  

① 3.18 3.20  0.02  

② 3.00 3.00  0.00  

③ 3.09 3.11  0.02  

④ 3.73 3.90  0.17  

⑤ 3.55 3.50  -0.05  

⑥ 2.55 1.70  -0.85  

⑦ 2.36 2.10  -0.26  

ａ） 

⑧ 2.81 3.00  0.19  

① 2.72 2.90  0.18  

② 3.00 2.90  -0.10  ｂ） 

③ 3.36 3.10  -0.26  

ｃ） ① 3.18 3.30  0.12  

① 3.18 3.30  0.12  

② 3.72 3.60  -0.12  

③ 2.55 2.40  -0.15  

④ 3.18 3.10  -0.08  

⑤ 3.72 3.20  -0.52  

⑥ 3.27 3.10  -0.17  

⑦ 3.64 3.10  -0.54  

⑧ 3.91 3.70  -0.21  

⑨ 3.64 3.40  -0.24  

⑩ 3.36 3.10  -0.26  

⑪ 3.55 3.60  0.05  

4 

ｄ） 

⑫ 4.64 3.60  -1.04  

 
１年後に評価が変化した（下がった）もの 
 ａ６英会話（-0.85）ｄ７倫理的行動（-0.54） 
ｄ５独創性（-0.52）ｄ１２忍耐強さ（-1.04） 

 

 （出典 自己評価委員会資料） 

 

（分析結果とその根拠理由） 一部問題であるが現在は適切である。従来，学校の取組として企業

アンケートを明確に認識して実施した実績はない。今回，本校の卒業生に関するアンケートを実

施して，そのデータ解析結果から，比較的良好な結果を得ることができた。このような点，就職

率及び進学率等のレベルが高位に経過していることから，本校教育の成果や効果が上がっている

と判断している。今後，継続的に自己評価委員会でアンケートを実施して，本校の卒業生の持つ

学力，資質，能力を評価することになった。 
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（２）優れた点及び改善を要する点 

（優れた点） 今回，企業に対する本校卒業生のアンケート結果から良好な結果を得ることが出来

た。本校における教育の実績や効果を上げる取組が優れており，その結果として本校の過去５年

間の就職率及び進学率から高い水準が維持されていると判断している。  

 

（改善を要する点） 学生による授業評価結果や学習達成度評価等から判断して，学校の意図する

教育効果の向上は，最近の学生による授業評価アンケートの実施結果から明確になった。それら

の結果に基づいた情報などを教員にフィードバックして改善に役立てている。しかし，これら一

連のシステムは従来組織的でない部分もあったため，その機能強化をはかり評価体制を整備した。

今回，改めて卒業生や進路先等の関係者からアンケートを実施した。今後，自己評価委員会によ

る本校の教育効果を検討する判断材料とするため，企業や卒業生に対するアンケートや聞き取り

調査等を組織的に運用できるような体制とその効率的運用ができるように改善を必要とする。 

 

（３）基準６の自己評価の概要 

 本校の教育成果は，就職率及び進学率の高い水準に反映されている。従来から学生の就職そのもの

に対しては，強力に対応してきた。ここ十数年にわたる不況の時代にある中でも，充分に就職に対応

してきた。今回卒業生や学生の就職先へのアンケート調査を実施し，結果の分析等を実施する体制が

整備された。今回得られた結果は，比較的有益であり，かつ良好な結果が得られたが，今後はさらに

アンケートの質問事項等の精選を行い，より良い結果を得られるように対処して行きたい。 
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